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 核セキュリティに関して「トップからのメッセージが十分に届いていなかった」ことから、就任後、所員へ改革
に向けた決意と地域や社会の皆さまに信頼される発電所作りへの思いを発信

柏崎刈羽原子力発電所における改善措置の進捗
核セキュリティ文化醸成に係る対策①

・今日から所長として皆さんと一緒に働くことになった稲垣です。
発電所長と原子力・立地本部長という現場、本部統括責任者に加え、原子力改革をリード
するという役割も与えられました。非常に重責でありますが、しっかりやり遂げていきたい
と思いますので、よろしくお願いします。

・私の最も重要な仕事は、発電所長として皆さんと一緒に仕事をし、発電所をより良くして
いくことです。それを達成していく上で、ハードルとなるものを乗り越えるために、原子力・
立地本部長という責任と権限が与えられていると考えています。

・ご存知のように、我々の発電所は、核物質防護の2事案と安全対策工事の未完了関係事案に
より、地域の皆さま、社会の皆さまからの信頼を失ってしまいました。再びご信頼をいただ
くためには、柏崎刈羽原子力発電所ならびに原子力部門が抜本的に生まれ変わらなければ
なりません。

・並大抵のことではありませんが、福島第一原子力発電所の事故を現場で経験し、対応した者
に与えられた使命であると受け止め、私自身、全身全霊で臨む覚悟です。

・それを皆さんと一緒にやっていくために、3つのお願いがあります。
1つ目は、所員1人ひとりが「安全が最優先」という意識を改めて徹底してほしいということ
2つ目は、核セキュリティにも原子力安全と同等の注意を払ってほしいということ
3つ目は、自分は何者で、何がやるべき仕事なのかを、真剣に振り返ってほしいということ

・対話や検討を通じて、本当に必要な仕事以外、積極的に無駄を省いていきましょう。
カイゼンもこれと同じです。カイゼンはコストを下げるためにあるものではなく、本当に
やるべき仕事に集中し、仕事の流れの中で安全や品質も作り上げていくものです。

・最後になりますが、若手の皆さんが先頭に立った「いい発電所づくり」の活動、とっても
素晴らしいと感じています。これらの取り組みを進めることで、コミュニケーションが
しっかりできる、風通しのいい職場を作っていきましょう。それが我々のパフォーマンスを
上げることにもつながり、最終的に地域の皆さま、社会の皆さまにも信頼される発電所作り
に貢献すると思っています。

＜発電所長からのメッセージ（10/1 抜粋）＞
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 所員一人ひとりが「安全が最優先」という意識を再認識するために、福島第一原子力発電所事故を
経験した所長による、全所員を対象にした講演会を実施

 今後も、所員へ直接話しかける形で、所員の安全に対する自覚を高める活動を継続していく

＜概要＞
開催日：2021年10月12日 11:00～12:00

※以降、複数回実施

対 象：柏崎刈羽原子力発電所 全所員
場 所：柏崎刈羽原子力発電 免震重要棟

（web会議システムでも同時配信）
内 容：福島第一原子力発電所事故の概要

事故から何を学んだか
事故の反省を踏まえた、一連の事案の振り返り

核セキュリティ文化醸成に係る対策②
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＜参加者の感想＞
・事故後の入社なので、当時の状況を知ることができた。非常に
ためになった

・当時のことを思い出した。訓練を継続し、非常時の対応力を
高めていきたい

・現場を知ることの重要性を再認識させられた
・この事故のことを自分事として捉える必要があると感じた



 一連の事案の根本的要因の一つに、現場実態の把握の弱さが挙げられていることから、管理者による
現地・現物での業務把握向上を実施

核セキュリティ文化醸成に係る対策③
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＜発電所長による核物質防護設備の現場確認(10/13)の様子＞



 核物質防護に関わる一連の事案により、地元の皆さま、社会の皆さまに多大なご不安やご不信を
与えている状況等を踏まえ、当社は標記の公表方針を策定・公表（2021年9月22日お知らせ）

 柏崎刈羽原子力発電所では、10月1日以降発生し、防護措置の脆弱性解消の確認が得られた
案件より公表を開始

【柏崎刈羽原子力発電所ホームページ】https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/kk-np/index-j.html 

核物質防護に関わる不適合案件の公表方針策定
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